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１．目的  

山鳥坂ダム建設事業においては環境影響評価を実

施しており、周辺の眺望景観や環境の観点から建設

発生土処理場跡地の法面緑化を行うこととしている。 

 法面緑化の手法として施工コストや外来種・外来

産在来種を使用しないなどの環境面のメリットが大

きい自然侵入促進工の適用の検討のため、飛来種子

調査（シードトラップ調査）を実施し、工法適用の

可否について検討した。 

２．シードトラップ調査内容  

 緑化目標となる下敷水残土処分場におけるシード

トラップ調査を実施した。図-1 に調査位置を示す。 

調査は H30.5～H31.3 の期間において実施し、月に一

度種子を回収し、種子の同定とそれによる自然侵入

促進の適用可否について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査位置 

３．シードトラップ調査結果 

 調査結果として表-1 に飛来種子一覧を、図-2 に散

布用識別の回収割合を示す。 

表-1 飛来種子一覧 

 

 

 

 

図-2 散布様式別の回収割合 

調査の結果、草本 34 種、木本 12 種の種子が回収

された。草本種では草地の主要構成種となるススキ

やイタドリ等の種子が多く回収され、木本種では先

駆種であるアカマツ、ヤマハゼ、二次林種のノグル

ミ等の種子が多く回収された（表-1）。散布様式では、

樹林に囲まれた S-3 で重力散布の草本の割合が大き

く、造成裸地に設置されたS-1、S-2で風散布の草本、

木本の占める割合が大きかった（図-1、図-2）。 

以上より、施工後は法面中央では風散布、外縁部

では重力散布の種子を主体とした種子の供給により

草地が成立し、その後、先駆種を主体とした樹林へ

と遷移することが予測される。したがって、下敷水

残土処分場への自然侵入促進工の適用は可能と考え

られる。ただし、わずかながらクズの種子が回収さ

れており、繁茂による植生遷移の停滞を防止するた

め、モニタリング及び侵入時の駆除が必要である。 

４．森林表土の埋土種子調査の内容 

 上記の調査結果より自然侵入促進工の適用が可能

であることが確認された。ただし、自然侵入促進工

は緑化までに期間を要するため、緑化促進による早

期の法面の保護・表土流出防止が課題となる。そこ

で、土羽土に使用予定の森林表土について発芽実験

による埋土種子の調査を実施し、埋土種子による緑

化促進の適用の可否について確認した。 

 

 

 

S-1 
S-2 

S-3 

区分
遷移上の

位置づけ
種名 個数 区分

遷移上の

位置づけ
種名 個数 区分

遷移上の

位置づけ
種名 個数

アカマツ 23 キツネノマゴ 47 クズ 8

アカメガシワ 1 クワクサ 40 スイバ 5

キリ 1 ダンドボロギク 1 ススキ 628

コマツナギ 12 ヌカキビ 40 チヂミザサ 7

ツツジ科の一種 222 メヒシバ 70 ボタンヅル 3

ネムノキ 5 アキノノゲシ 127 ミツバ 2

ヤマハゼ 400 オニノゲシ 6 メリケンカルカヤ 62

アカシデ 30 ムラサキケマン 2 ヤマノイモ 2

アキニレ 2 イタドリ 97 イネ科の一種 36

ノグルミ 166 イノコズチ 11 キク科の一種 128

スギ 197 エゾノサヤヌカグサ 4 タデ属の一種 1

ヒノキ 23 オニタビラコ 38 ニシキソウ亜属の一種 143

アキノエノコログサ 3 オニドコロ 24 ムカシヨモギ属の一種 303

アシボソ 2038 カエデドコロ 2 ヨモギ属の一種 38

アメリカセンダングサ 1 カタバミ 63

イヌビエ 4 カラムシ属の一種 1478

草本 多年草

不明

草本 1年草

草本 1年草

越年草

多年草

木本 先駆種

二次林種

遷移後期種
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 発芽実験は山鳥坂ダム建設事業の事業区域内の 7

地点から森林表土を採取して実施した。表-2 に採取

位置を、図-3 に実験状況を示す。森林表土は１検体

あたり広さ 20cm×20cm、深さ 10cm 程度、１地点あた

り２検体採取した。採取した表土は赤玉土を敷いた

プランターに撒き出し、飛来種子の混入を防ぐため

淡色の寒冷紗で覆った上で、R1.5～12 の間、発芽状

況を観察した。 

表-2 森林表土採取位置 
地点

番号 
地形区分 

斜面 
地点の特徴 

方位 傾斜 

B1 下部斜面 S80°E 49° アラカシ群落。土壌は匍行気味。 

B2 下部斜面 S32°W 45° ツブラジイ群落。土壌は A層が発達している。 

B3 上部斜面 
S70°W 40° 

アラカシ群落。谷付近は土壌が匍行しているが、尾根付近は安定。礫が

多い。 

B4 上部斜面 
S10°E 35° 

比較的緩傾斜のクリ群落。土壌はやや匍行しているものの、A0 層が発達

している。 

B5 中部斜面 N26°W 42° ツブラジイ群落。土壌は不安定で A0 層はほとんどない。 

B6 中部斜面 N50°E 45° ツブラジイ群落でアラカシが混生。土壌は不安定で A0 層はない。 

B7 谷斜面 N70°E 35° ヒノキ主体の植林でスギを交える。 

 
図-3 発芽実験状況 

５．森林表土の埋土種子調査結果 

 調査結果として表-3 に発芽種子の一覧を、図-3 に

発芽種数と密度の集計結果を示す。 

調査では木本 18 種、草本 26 種が確認された（表

-2）。他事例 1)によるスギ・ヒノキ人工林の表土の発

芽種数 29-54 種、種子数 386-1115 個/㎡と比較する

と、本実験の種数は 7-21 種と低いレベルであるもの

の、種子数は B3 を除くと 638-2113 個/㎡であり（図

-3）、高レベルの地点が多かったと評価できる。また、

B3 及び B7 を除くと、先駆種から遷移後期種まで様々

な高木種が多数確認され、B7 を除くと低木・蔓性樹

木の一定量の発芽が得られた（図-3）。さらに、草本

種に外来種が 4種確認されたものの（表-2）、これら

はすべて一年草であることから繁茂期間は比較的短

く、樹林化を抑制するおそれは小さいと考えられる。 

また、B3 及び B7 の種子数が少なかったが、B3 は

上部斜面かつ傾斜が急であること、B7 は谷斜面であ

ることから土砂移動に伴い埋土種子が流出したもの

と推測される。B1,2,5,6 地点においても傾斜は急で

あるため、土砂移動は B3,7 と同程度であると推測さ

れるが、中部斜面以下に位置しており、上流側から

の埋土種子の供給による影響が考えられる。また、

B4 は上部斜面であるが、他の地点と比べ傾斜が小さ

いともに、A0 層が発達していることから、土砂移動

量が他の地点と比べ小さいと推測される。 

以上より、地形や土壌、植生条件を考慮して表土

採取することで、埋土種子を効果的に利用すること

が可能と考えられる。また、確認された木本種の多

くが鳥散布型であり、特に、発芽から成熟に要する

期間が短いクサイチゴ等の低木類が繁茂した場合は、

施工後の早い段階で果実食鳥類が誘引され、さらに

鳥散布型種子の供給が得られると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 発芽種数と密度の集計結果 

表-3 発芽種子一覧 

６．まとめ 

今回の調査結果より山鳥坂ダム建設事業における

緑化工法として自然侵入促進工が適用可能であるこ

とを確認した。また、土羽土への森林表土の利用は、

地点の選定が重要であるが、埋土種子の発芽により

自然侵入促進工を補完することが期待される。 
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子組成. 森林立地 

1 アカメガシワ 先駆種 鳥 8.9 3 23 クワクサ － 重力 1.8 1

2 カラスザンショウ 先駆種 鳥 8.9 4 24 ダンドボロギク － 風 1.8 1
3 タラノキ 先駆種 鳥 5.4 1 25 ツユクサ － 重力 5.4 3

4 ヌルデ 先駆種 鳥 3.6 2 26 ハシカグサ － 重力 21.4 1
5 ネムノキ 先駆種 重力 8.9 3 27 ハハコグサ － 風 1.8 1

6 イヌビワ 二次林種 鳥 5.4 1 28 ヒメジョオン － 風 7.1 1

7 ヤマグワ 二次林種 鳥 167.9 6 29 ベニバナボロギク － 風 1.8 1
8 イヌツゲ 遷移後期種 鳥 1.8 1 30 メヒシバ － 重力 1.8 1

9 ヒサカキ 遷移後期種 鳥 12.5 3 31 ウスアカカタバミ － 重力 3.6 2
10 クサイチゴ － 鳥 23.2 5 32 オトコエシ － 風 1.8 1

11 クマイチゴ － 鳥 53.6 6 33 カタバミ － 重力 12.5 2

12 コジキイチゴ － 鳥 3.6 2 34 カラムシ － 重力 275.0 7
13 キブシ － 鳥 5.4 3 35 コチヂミザサ － 動物 28.6 4

14 マルバウツギ － 重力 8.9 1 36 コナスビ － 重力 76.8 6
15 イズセンリョウ － 鳥 8.9 2 37 スゲ属の一種 － 重力 3.6 3

16 ムラサキシキブ － 鳥 8.9 3 38 タケニグサ － 重力 33.9 4

17 ヤブムラサキ － 鳥 16.1 1 39 チドメグサ － 重力 3.6 1
18 サルナシ 蔓性樹木 － 鳥 26.8 2 40 ナガエコナスビ － 重力 5.4 2

19 オオアレチノギク － 風 1.8 1 41 ヒヨドリジョウゴ － 動物 5.4 1
20 オオイヌホオズキ － 動物 16.1 2 42 ミヤマタゴボウ － 動物 7.1 2

21 オニタビラコ － 風 16.1 4 43 ヤブマオ － 重力 32.1 1
22 カラスノゴマ － 重力 1.8 1 44 ヤマノイモ属の一種 － 風 1.8 1

平均発芽

数/ｍ
2

発芽

地点数

高木
一年草

多年草

低木

一年草

通し

番号
種名 生活型

遷移上の

位置づけ
散布型生活型

遷移上の

位置づけ
散布型

平均発芽

数/ｍ
2

発芽

地点数

通し

番号
種名
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